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	外科、ハーセプチン(３週毎)＋アブラキサン(毎週(12回まで)）、３週１コース、以下を繰り返す

	
	
[image: image1.png]15

22

29

36

43

50

57

63





	ハーセプチン

初回のみ  ：8mg/kg

２回目以降：6mg/kg

（d1）

アブラキサン：100mg/m2

（d1、d8、d15）
	↑

       　　　　　   ↑  　　　　　　　　↑  
↑     ↑    ↑    ↑    ↑    ↑    ↑    ↑    ↑



【day1】（ハーセプチンとアブラキサンの投与日）
1 点滴静注、200mL/hr（30分）、生理食塩液100mL＋デキサート注射液3.3mg：1管

2 点滴静注、　　30分で　　 、生理食塩液50mL★空ボトル（50mL抜いて空ボトルにする）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋アブラキサン100mg：100mg/m2
3 点滴静注、　　全開で　　 、生理食塩液50mL
4 点滴静注、160mL/hr（90分）、※２回目以降500mL/hr（30分）まで調節可
生理食塩液250mL＋ハーセプチン注60・150mg：初回のみ8mg/kg
2回目以降6mg/kg
5 点滴静注、　　全開で　　 、生理食塩液50mL
【day8、day15】（アブラキサンのみの投与日）

①点滴静注、200mL/hr（30分）、生理食塩液100mL＋デキサート注射液3.3mg：1管

②点滴静注、　　30分で　　 、生理食塩液50mL★空ボトル（50mL抜いて空ボトルにする）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋アブラキサン100mg：100mg/m2
③点滴静注、　　全開で　　 、生理食塩液50mL
アブラキサン点滴静注の減量目安
	減量段階
	通常投与量
	１段階減量
	２段階減量

	投与量
	１００ｍｇ/㎡
	７５ｍｇ/㎡
	５０ｍｇ/㎡


投与中の注意事項
	· 注射部位は、なるべく安静を保ち、不用意に体を動かしたりしないようにしましょう。

· 点滴中に次の症状が現れたらすぐに医師、看護師に連絡してください。

ヒリヒリ（ピリピリ）と痛い感じがする。灼熱感がある。発赤がある。腫れてきた。

血管の色が変化した。その他、違和感がある。など


起こる可能性のある副作用（気になる症状がでましたら知らせてください）
	· 白血球の減少や肝機能障害がおこることがあります。定期的に検査していますが、急な発熱や口内炎、咽頭痛がでましたら主治医にご相談ください。
手洗い・うがいを心がけてください。
· 食欲不振、吐き気、下痢、倦怠感：点滴の中に予め吐き気止めの薬が入っています。

· 点滴初回のとき、悪寒・発熱が出る場合があります。２回目以降はなくなることがほとんどです。l
頻度は少ないですが、心臓機能の低下や呼吸器の障害がおこることがあります。

· 脱毛（治療終了後、数ヵ月～半年で回復します）点滴の回数を重ねていくと、手足のしびれがおこることがあります。

· しびれがおこった場合は、早めに申し出て下さい。


副作用は、注射をした日だけでなく、休薬中にも起こる可能性があります。

通常、副作用の多くは、時間の経過とともに徐々に回復していきます。

ここにあげた副作用がすべての人に必ず起こるというわけではありません。

また、これら以外の副作用があらわれる場合もありますので、気になる症状があらわれた際には、必ず、医師、看護師または薬剤師に相談してください。
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